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■ 計画地 

  東京都江東区夢の島二丁目 都立夢の島公園内 

 

■ 整備の考え方 
  

 【会場計画再検討の視点】 

  公園の緑や利用者に配慮しつつ、 

  アーチェリーの拠点として整備 
 
 

 【新規恒久施設の後利用の方向性】 

  アーチェリーを中心に、都民・公園利用者に 

  対し、様々なスポーツの機会を提供 
 

■ 予選会場 整備の進め方  
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アーチェリー会場（夢の島公園） 資料３－４ 
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■盛土の方法 
 ○ 概要 

   沈下を観測しながら、 

   5cm/日程度ずつ ゆっくりと盛土、 

   転圧・養生を繰り返し、 

   地盤の安定を図る 

 
 ○ 他の工法と比較し 

  ・敷地特性（軟弱地盤）に適している 

  ・コストが安価である 

 

 ○ 工事期間 

   平成２８年夏頃～平成２９年度中 

   （盛土後の養生期間含む） 

予選会場 敷地整備について（案） 

軟弱な地盤 

最大約3.5m 
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○ 会場周辺には、健全度が低い樹木や、外来種、過密状態の樹林が存在している。 

○ このため、樹木密度等に配慮しながら、移植、伐採を行い、まとまった芝生広場の確保と併せて、 

    園内環境を向上する。 

密生した樹林 

健全度が高くない樹木 

予選会場 樹木の取扱について（案） 

整備前の樹木の状況 整備後の樹木の状況 

移植を行う樹木 

芝生 芝生 

移植された樹木 

・健全度の低い樹木 
・外来種 
・過密状態の樹林 
 が存在 
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会場予定範囲

　 造成影響範囲

伐採樹木範囲
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